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Target〉 放射線が生物に与える影響について理解することを目的とする．放射線
治療学や放射線防護の基礎となる学習として理解する．

Outline〉 放射線生物学的初期過程の分子機構，細胞や人体への放射線の作用お
よび作用を修飾する因子，放射線障害からの回復，遺伝的影響，温熱効果な
どについて講義する．

Keyword〉 放射線初期過程, Dose-Survival Curve, 放射線損傷回復, DNA損傷,
radiation injury, 放射線治療

Goal〉
1.放射線作用の初期過程を理解し説明できる.
2.放射線損傷のメカニズムを理解し説明できる.
3.生存率曲線の生物学的意味を理解し説明できる.
4.突然変異，染色体異常の生成について理解し説明できる.
5.組織 ·個体レベルでの損傷について理解し説明できる.
6.放射線による発癌,遺伝的影響の特徴について理解し説明できる.
7.放射線治療の基礎的知識を理解し説明できる.

Schedule〉
1.放射線生物学の基礎的事項 (1)
2.放射線生物学の基礎的事項 (2)
3.放射線生物作用の初期過程,単位，用語 (1)
4.放射線生物作用の初期過程,単位，用語 (2)
5.放射線による細胞死と生存率曲線 (1) 標的理論
6.放射線による細胞死と生存率曲線 (2) 標的理論
7.放射線による細胞死と生存率曲線 (3) LQモデル
8.放射線による細胞死と生存率曲線 (4) LQモデル
9.放射線による細胞死と生存率曲線 (5) SLD回復

10.放射線による細胞死と生存率曲線 (6) PLD回復，適応応答
11.細胞死の修飾因子・LETと OER
12.突然変異
13.染色体異常
14.小試験
15.組織レベルでの放射線影響 (1)組織の種類，性質
16.組織レベルでの放射線影響 (2)各種臓器
17.組織レベルでの放射線影響 (3)各種臓器
18.個体レベルでの放射線影響 (1)
19.個体レベルでの放射線影響 (2)
20.個体レベルでの放射線影響 (3)

21.個体レベルでの放射線影響 (4)
22.放射線による発癌と遺伝的影響 (1)
23.放射線による発癌と遺伝的影響 (2)
24.腫瘍の放射線生物学 (1) 腫瘍コード
25.腫瘍の放射線生物学 (2) 分割照射，LQモデル
26.腫瘍の放射線生物学 (3) 分割照射，4R
27.腫瘍の放射線生物学 (4) 腫瘍の増殖，治療可能比
28.腫瘍の放射線生物学 (5) 温熱による細胞死
29.腫瘍の放射線生物学 (6) 温熱による腫瘍増殖抑制
30.放射線生物学の重要事項まとめ (1)
31.放射線生物学の重要事項まとめ (2)
32.試験

Evaluation Criteria〉 小試験 30%，定期試験 70%
Textbook〉 江島洋介，木村博 共編:放射線生物学 (日本放射線技術学会監修)
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217897
Contact〉
⇒ Maezawa (+81-88-633-9052, hmaezawa@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail

(Office Hour: 水曜日 18:00∼ 19:00)
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